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平成 23年 11月 1日付で技術支援センターが開所しました．それを記
念して本学工作センターの技術職員メンバーが 2次元 CADと放電加工機
を用いて技術支援センターの立体文字の看板を作成しました． 











































技術支援センター報告集 － 2011 年度 
 
技術支援センター発足に寄せて 
技術長 遠藤 正義 
 
 








ここで，本センター発足の経緯を 2007 年から 2011 年にわたり振り返ってみます．まず，これまで何
回か開かれている「学長との懇談会」において，2007 年 12 月高野技術長(事務局グループ代表)による
「本学における技術専門員についての質問・要望」がきっかけとなって技術職員組織に関する問題が表
舞台へ出ることとなりました．そして，2008 年 7 月若林職員過半数代表者から「技術職員の組織のあり
方」を検討するよう要請がありました．そこで，9 月穗刈技術長の下に勉強会の立ち上げと共に佐藤学
務課長を交えた事務局との意見交換を行い，副技術長 1 名を増員して 2 名体制になりました．その後，
2009 年 9 月に新原学長の就任をきっかけとして，新学長の技術職員組織のあり方に対するお考えの下，























技術支援センター報告集創刊にあたって ................................. 技術支援センター長 武藤 睦治 
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り振りや担当者の選定等を調整するとともに成果の報告を行っています．各技術分野の活動は p.  
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技術支援センター 




The aim of the center is to provide the integrated technology support 
to GIGAKU education and research activities of our university. 
Technology capability of the staffs is continuously advanced to create 



















































































































   環境管理 
③研修・社会貢献 





（2012 年 9 月 1 日現在） 
 
 




  センター長(1) 
 各系の系長又は副系長(9)  
 技術長(1) 
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山口 貴幸 
高田  晋 
高橋 美幸 
山田 修一 
安部  真 
穗刈 治英 
加藤 善二 

















              ・・・電子顕微鏡、レーザ顕微鏡、表面粗さ計等 
・実験装置設計、加工等の技術相談、委託加工 
              ・・・工作センター 
・計測装置用プログラミングに関する技術相談 




・機械系の運営業務  ・・・メール、WEB等各サーバ管理、 
              PCトラブルサポート、系庶務担当補佐、学生実験総括補佐 
・工作センターの運営業務 
・学内委員、系内委員 ・・・情報化戦略チーム委員、情報システムセキュリティ専門部会、 


























                     ２．研究支援 
                   ●分析、測定、研究実験補助または共同実験者 
                    として参画 
                   ●主な保守管理装置 
                    半導体薄膜作製装置 
                    (分子線エピタキシー: MBE、 RFスパッタ装置) 
                    半導体薄膜評価機器 
                    (分子間力顕微鏡: AFM、 表面粗さ計、 
                                 ホール測定装置) 
                    光学特性評価装置 
                    (分光器、各種レーザー、フォトンカウンター 
                           クライオスタット、FT-IR等) 


































                     ２．研究支援 
                   ●分析、測定、研究実験補助または共同実験者 
                    として参画 
                   ●主な保守管理装置 
                    高周波誘導結合プラズマ発光分光分析装置 
                                   (ICP-OES) 
                    核磁気共鳴装置(NMR) 
                    走査型電子顕微鏡(SEM) 
                    エネルギー分散型蛍光 X線分析装置(XRF) 
                    X 線光電子分光装置(XPS) 
                    グロー放電発光分析装置(GDS) 
                    透過型電子顕微鏡(TEM) 

























                    実施・指導 
地理情報システム（GIS）の保守管理・操作指導・ 





























































                        【今後の展望】 
１．これまで技術支援を行ってこなかった 
  系への、他分野の技術職員と協力 
   しながらの技術支援 
２．安全および衛生に関係する学内の部署 
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業務依頼について 


























































































技術支援センター報告集 － 2011 年度 技術支援センターについて 
－10－ 
3.平成 23年度業務実績 





 表 1に平成 23 年度業務依頼件数を示す． 
 総依頼件数は 166 件あり，教育支援では短期
業務が 41 件，研究支援，系・センター運営支援


























・安全衛生 WG 業務 
・社会貢献 WG 業務 
・広報 WG 業務 















    （件） 
業務 長期 短期 臨時 計 
教育支援 14 41 2 57 
研究支援 29 10 6 45 
系・センター運営 20 5 7 32 
大学運営 5 3 10 18 
社会貢献 0 1 12 13 
その他 0 0 １ 1 
計 68 60 38 166 







 ❶  安全衛生巡視活動 
  ほぼ全員が安全衛生巡視活動を分担 
  選任衛生管理者の約半数が技術職員 
   所持資格（H24.4 現在） 
    ■衛生工学衛生管理者(2 名)  
    ■第 1種衛生管理者(8名) 
    ■第 2種衛生管理者(16 名) 
 ❷  安全衛生管理委員会へ参加 
 「第 10 区分 技術支援センター」安全衛生担当者(平成 24 年 4月現在) 
  副技術長（安全衛生・環境管理担当）1 名が委員として出席 
    → 技術支援センター 安全衛生 WGにフィードバック 
 ❸  SDS 実施ＷＧのメンバー 
 SDSワーキング活動を担当(WG委員 9 名のうち 5 名が技術職員) 
 教員・技術職員・事務職員が協力し実施に向けた作業担当 
   → 本学の SDS 導入活動に重要な役割を果たす  
 ❹  薬品管理支援システム 運用 WG のメンバー 
 IASO R5のシステム管理担当(WG委員 10 名のうち 3名が技術職員) 
   → 本学薬品管理支援システム（IASO R5)の適正な運用に貢献 
 ❺ 各系の系部会委員(安全管理・防火対策) 
 各系で教員が行う学生の安全指導等への支援 
 防災訓練、実験ゴミ、廃液、共通エリアの安全管理等に貢献 








技術支援センター報告集 － 2011 年度 活動報告 
－12－ 
全学 SDS 実施 WG への参加活動 
セーフティ・データ・シート実施ワーキング・グループ担当 





















設技術分野 山本浩の 5名，計 8名が選出された． 
 
2.平成 23年度の活動 
 WG の技術職員 5 名は，前年からの SDS 実施
手順書を完成させるため，5 月から 6 月，計 6
回手順の再確認を含め機械系流体工学研究室と
分析計測センターエネルギー変換材料研究室で






 SDS 実施 WG としては，7 月の全学説明会に
向け 4 回の打合せ会議を行い説明会の進行を確














図 1 SDS実施手順書の表紙 
 










【第 1回】平成 23年 7月 6日(水） 13時 30分〜15時 
【第 2回】平成 23年 7月 27日（水）13時〜14時 30分 





・SDS要項について  （労務・職員係長） 
  当日は説明会資料、「SDSファイル」を配布します． 
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平成 23 年度社会貢献活動 
 


















 平成 23 年度の社会貢献活動は全 50 件あり，学
内施設見学の対応，高大連携事業への技術支援，
科学啓発活動（学内外での理科実験等），に分類












 技術職員が関わった施設見学は 37 件である．
平成 21 年度 22 件，平成 22 年度 33 件と年々増加
図 1 平成 23年度社会貢献活動 
 




下の 5 施設である． 
・音響振動工学センター ・大型実験棟 
























図 4 ウォータートンネルによる流れの可視化 




内 4 件は学外で行った． 








図 5 「日光あぶりだし」 






も分かりやすいように説明を行った．  （図 6） 





小学 5, 6 年生・中学生及び保護者 80 名を対象に











系主催，参加者 728 名）を毎年行っている．5 テ

























 社会貢献 WG では「技術支援センターの社会貢
献の基本方針」，「学外からの依頼に対する窓口，
手続き等のルールづくり」等を検討した．また，
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平成 23 年度デイブック報告会 
 
































 図 1にデイブック報告会の様子，表 2a～bに開
催記録を示す． 







































※：調整係   図 1 デイブック報告会の様子 
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表 2a デイブック報告会開催記録 
開催日 グループ 報告者 テーマ 
H23.6.15 A 増井 由春 トップバッター 
星野 英夫 SUS 板（ベース）の加工 
安部 真 日常業務に関して 
H23.6.24 B 山田 修一  SDS-WG の取り組みと SDS 作業手順について 
加藤 善二  わかりやすい説明の仕方 
近藤 みずき 学部３年学生実験（担当テーマ）について 
H23.6.29 C 佐藤 賢太 試験片の加工事例 
大塩 茂夫 2010 年度 機器・分析技術研究会に参加して 
遠藤 正義 学生実験における工夫の紹介 
H23.7.1 B 吉井 一夫  工作センター初心者講習について 
高野 三郎  計画停電に対応した鉛バッテリーの使用とその限界 
程内 和範  過マンガン酸カリウム滴定の面白さ・奥深さ 
H23.7.20 A 山岸 郷志 機械系学生実験に関する業務報告 
穗刈 治英 第 1 学期担当学生実験について 
豊田 英之 これまでの研究室支援業務について 
H23.7.20 C 三間 達也 学生実験テキストの記述について 
菅田 敏則 高校生講座について 
山口 貴幸 コンクリート実験の概要 
H23.8.4 B 高野 三郎 計画停電に対応した鉛バッテリーの使用とその限界（その 2） 
志田  暁雄  前職の職務内容について 
H23.8.24 A 宮 正光 高校生講座支援業務の報告（有機化合物の合成実験） 
高柳 充寛 ピペットマン校正講習を受講して 
増井 由春 安全衛生巡視について 
H23.8.24 C 吉田 昌弘 学生実験および装置の更新について 
河原 夏江 有機化合物の構造決定 
神保 良夫 第 3 学年 1 学期学生実験・物性Ⅰ 半導体について 
H23.9.14 B 渡邉 高子 微生物の視覚的検出技術 
山田 修一  技術研究会について 
近藤 みずき オープンキャンパス（研究室支援業務）の報告 
H23.9.14 C 佐藤 賢太 フライス盤による六面体削り 
遠藤 正義 物理実験のテーマ紹介 
H23.9.14 B 山田 修一  技術研究会について 
近藤 みずき  オープンキャンパス（研究室支援業務）の報告 
H23.9.30 A 相田 久夫 日常業務における地図の購入について 
星野 英夫 機械製図いろはのい 
安部 真 日々の業務に関して 
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表 2b デイブック報告会開催記録 
開催日 グループ 報告者 テーマ 
H23.10.5 B 渡邉 高子 微生物の視覚的検出技術 
加藤 善二  わかりやすい説明の仕方 実践編 
吉井 一夫  SDS を作ってみました 
H23.10.12 C 高田 晋 自己紹介 ～これまでの苦労と将来展望について～     
大塩 茂夫 衛生工学衛生管理者講習を受講して 
三間 達也 第 1 種衛生管理者試験受験報告              
H23.10.19 A 山岸 郷志  研究室支援業務に関する報告 
豊田 英之 MBE 装置のメンテナンス作業について 
安部 真 日常業務に関して    
H23.11.9 B 井山 徹郎 汎用有限要素法解析ソフト SolidWorks Simulationとそれを用いた
事例の紹介 
山本 浩  オープンキャンパスについて 
程内 和範 グロー放電発光分光分析装置の紹介 
H23.11.15 C 菅田 敏則 信号の誤り検出・訂正について 
山口 貴幸 学会講演報告 
吉田 昌弘 研究室におけるデジカメ撮影 
H23.11.16 A 穗刈 治英 音響振動工学センターについて(１) －施設の概要－ 
宮 正 光 学生実験支援業務の紹介（有機材料工学実験） 
星野 英夫 機械製図いろはのろ 
高柳 充寛 薬品管理システムの研究室向けマニュアルの作成報告    
H23.12.7 C 河原 夏江 個別研修 NMR ユーザーズミーティングに参加して 
神保 良夫 上林研・内富研・加藤研 学部研修について 
高田 晋 東北大震災液状化被害調査支援業務について 
H23.12.14 B 山本 浩    三国川ダム見学 
渡邉 高子  学外イベントでの研究室紹介 
志田  暁雄  前職の職務内容について(第 2 回)  
H23.12.16 A 相田 久夫 日常業務における地理情報システムの講習会 
増井 由春       中国国境から垣間見た北朝鮮という国 
H24.1.25 B 高野 三郎 今まで担当してきた学生実験テーマの概容紹介 
井山 徹郎 学位論文発表会を終えて 
H24.1.18 A 山岸 郷志    研究室支援業務に関する報告 2 
豊田 英之  MBE 法によるアンチモン系化合物半導体薄膜の作製について(1) 
穗刈 治英    音響振動工学センターについて(2) ―社会貢献ほか―    
H24.1.24 C 山口 貴幸 大型実験棟の実験設備・研究内容・実験の紹介 
H24.2.14 C 菅田,河原,大塩 1 年生化学・物理実験室，材開 3 年生実験室案内と学生実験紹介 
H24.2.15 A 宮  正 光  科学教育の国際交流・国際協力に向けた出前実験の報告    
高柳 充寛  生物系共通機器セルソーター(JSAN)の紹介 (仮) 
相田 久夫    日常業務における GIS の講習会について その 2 































・1 人 1 回でいい………………5 人 
・負担大きかった………………4 人 








・3 グループ編成がいい………………………2 人 
・2 グループ編成ではどうか…………………1 人 
・発表 15 分，質問 10 分，1 回 1 時間以内…1 人 
 































 平成 23 年 1 月 5 日  9 時 30 分～ 物質・材料系 小会議室 
 出席者：井山徹郎  （機械・工作班） 
     山口貴幸 （環境・建設班） 
     豊田英之 （電気・情報班） 
     近藤みずき（生物班） 
     大塩茂夫 （物質材料・分析班） 



























 ※ 現所属 化学・生物技術分野 
 





































近藤 私は 1 年生の生物実験，2 年生実験の 2 テー
マ，3 年生の実験の 2 テーマを担当しています．1
年生の実験は 2 学期にあり，週 1 回で 15 週担当
しています．2 年生は，「中和滴定」と「比色分析」


















の実験は，1 月の約 2 週
間に集中して行われ，自分の担当する実験の期間，





























大塩 私は 1 年生の 1，2 学期の化学実験，2 年生の
化学実験を 2 テーマ，2 学期にツイニングプログ
ラム 3 年生の化学実験を担当しています．9 月入
学の 1 年生がいる場合は，その化学実験も担当し
ています．これは 2 学期と 3 学期です．1 年生の
実験は，週 3 回を年間 30 週担当しています．2 年
生は，1 学期に週１回を 5 週担当します．ツイニ





































































































































































































































そこで，21 年度まで 2 学期に 4 回だけ行っていた













































































































































































































































































































































































































平成 24 年 1 月 6 日（金）合同技術職員研修会












































図 2 質疑応答の模様 
















































































表 1 合同技術職員研修会日程 
■午前の部 
8：30～8：50 受 付  
9：00～9：05 概要説明 星野英夫 副技術長 
9：05～9：20 開会挨拶 武藤睦治 技術支援センター長 
9：20～10：20 学長講話 新原晧一 学長 
10：20～10：30 休 憩  
10：30～12：00 基調講演「ある技術者の半生（反省）」 淺井達雄 教授（経営情報系） 
■午後の部「プレゼンテーションスキルアップ」研修 
13：00～14：00 講演「良い授業」 松原浩 准教授（物質・材料系） 
14：05～16：05 発表・報告「テーマ：プレゼンテーション」  
 「わかりやすいプレゼンの仕方」 長岡技大 加藤善二氏 
 「文章及びプレゼンテーションの技法」 長岡高専 星井進介氏 
 「移動測定による放射線飛来方向推定の試み」 新潟大学 上松和義氏 
 「LabVIEW を用いた教育研究事例」 長岡技大 吉田昌弘氏 





16：10～16：45 新潟大学-長岡高専-長岡技科大 情報交換会  
16：45～16：50 閉会の挨拶 増井由春 技術長 
 
技術支援センター報告集 － 2011 年度 研修報告 
－32－ 
平成 23 年度長岡技術科学大学技術職員研修 
研修課題 「オペアンプを使った実践的電子回路製作技術の習得」 




































 平成 22 年 9 月  電気・情報技術班内で平成
23 年度の班別研修につい
ての協議を開始． 
      10 月  班別研修計画書作成．講師
に講演の依頼． 
 平成 23 年  4 月  研修開催日を 8 月 25 日に
決定． 
       5 月  製作実習で作成する回路
の決定． 
       6 月  学務課長に技術職員研修
実施要項(案)を持参して説
明．了解を得る． 
       7 月  参加人数の確定．製作回路
用の部品を発注． 
       8 月  冊子の作成．配布． 
 
4.研修内容 
8:50～9:00 受付（電気 1 号棟 6 階 611 号室:
会議室） 
9:00～9:05 開講挨拶 
  渡辺学務課長 
9:05～9:10 概要説明 
  菅田技術職員 
9:10～10:30 オペアンプの基本について 





  電気系 田中久仁彦助教 
いろいろな発電方式の違いによる特性の説明
※ 現所属 電気電子・情報技術分野 
 











































長岡技術科学大学   技術職員 26 名 
新潟大学工学部    技術職員  2 名 
長岡工業高等専門学校 技術職員  1 名 
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平成 23 年度新潟大学教室系技術職員研修 
 
宮 正光  化学・生物技術分野 
 
 
日 時： 平成 24 年 3 月 27 日（火） 
場 所： 新潟大学 ベンチャー・ビジネス・ラ 
ボラトリー大会議室 
参加者： 新潟大学技術職員，長岡高専 1 名，埼
玉大学 2 名，秋田大学 1 名，長岡技科
大 8 名（副技術長 3 名，分野長 5 名） 
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第 37回 NMRユーザーズミーティング 
 







子株式会社（JEOL）製の ECA-400, AL-400, EX-400
の 3 台の NMR 装置がある．技術職員としてこれ
ら 3 台の NMR 装置の維持・管理の技術支援を行
っているため，NMR に関する高度な知識や新技



























図 1 東京大学本郷キャンパス正門 
図 2 東大 武田先端知ビル入口 




た 8 mm MAS プローブを使用したり，本学所有の































40 年間 NMR 装置の維持・管理に携わった経験の
具体的な話を聞くことができた．また，NMR 装
置を利用した研究内容についても紹介していた









図 4 会場（武田ホール）内の様子 
図 3 東大 武田先端知ビル 
図 5 日本電子製 NMR装置 SCMの 
ベースプレートを利用した床固定方法 




○NMR 基礎講座～溶液NMR 多核測定入門～ 
 
○講演 
「NMR の有効利用」   







○固体高分解能 MAS NMR: MAGIC SHIMMING 
および 1H CRAMPS 
 
○新技術紹介 
「8mmMAS プローブ，600MHz ROYAL プローブ， 
新型オートチューンユニット他」 
 





「千葉大学教員として NMR に携わった 40 年間」   
千葉大学分析センター 関 宏子 
 
○ポスター＆展示  
・新プローブ“600MHZ ROYAL プローブ”展示 
・新型“オートチューンユニット”展示 
・新固体試料管“8mmMAS”展示 

































図 6 配布された技術資料（8冊） 




































































実際の SDS 実施手順（図 1）は， 
STEP 1 研究室の教授が，所属する教職員と学
生に，SDS 活動の意義と安全衛生についてのミー







































































動, 第 68 回全国産業安全衛生大会研究発表集 , 
pp.88-90 (2009) 
図 1 SDS実施手順 
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研究室装置が故障した！−イオンミリング装置のトラブル対応− 
2011 年度 信州大学 機器分析研究会 
































[第 1 ステップ]  学生から状況を聞く．イオン銃




 → 調べると，5kV 印加時に電流がほぼ 0 だが，
1kV 印加では数 μA 流れる．アノード，カソード間
の高圧は印加されているようだが，何か変だ．メー












と片方の Gun housing 穴先に極微小なひげ状物を確
認．また他の部品に僅かな磨き残しが見えた．慎重
にこれらを取り除き，真空引き，活性化とパージン



















 → 技術者に再度 TEL．「ビームラインが出ない
場合，イオン銃の回転角度を最大 10 度にしてみたら」
との明快なアドバイス．4 度から 10 度に変えてみた
が改善されなかった．この時，気になったことがあ
った． 
[第 4 ステップ]  10 度といっても，0 を中心とし




者に再々度 TEL．「両方向の 10 度に行かない？ええ
っ！」と初めて戸惑った返事！こちらから「ひょっ
として Gun housing が左右逆ですか？」と問うと，
「うーんそれは・・・」としばし絶句．装置を完全
停止．Gun 部をばらし，左右の Gun housing を慎重
に入れ替える．組み立て，真空引き，活性化とパー












































 (a) 初心に戻る気持ち  (b) 一つ一つの事柄に
誠実に向き合う態度  (c) 何か変だという感覚を
大切にする事  (d) 英文マニュアルからでも有用
な情報を拾い出せるような英語力の向上 
図 2 TEM断面観察試料の作製過程 




















































2011 年度 信州大学 機器・分析技術研究会 

















































 本研究では，金属基材表面に CoNiCrAlY 合金ボン
ドコートを施工し，その上に 8wt%Y2O3 部分安定化
ZrO2（8YSZ）トップコートを成膜した TBC 試験片
を準備した（図 2）．基材にはテンレス鋼 SUS316 と
Ni 基超合金 Mar-M247 を用いた．それぞれの
化学組成を 表 1 にまとめた．ボンドコート
図 1 試験装置模式 図 2 試験片模式図 





µm，トップコートが約 300 µm である．なお，TBC
皮膜の施工範囲は試験片中心部の約 40 mm である． 
2.3 負荷条件 
実験では，TBC 試験片に対して，評点部中心の上
流側正面(図 3 の Upstream の位置)の温度がおよそ
650 ºC と 950 ºC（試験片によっては 1050ºC）とを繰
返す温度サイクルを与えた．このとき，試験片側面
では正面よりも平均的に 30 ºC 程度低く，背面では
40~50 ºC 低い温度となっている（図 3 参照）．各温度








結果の例を図 4, 5 に示す．図 4 は SUS316 を基
材とした TBC 試験片に対し，温度サイクルと一
定の引張負荷(60 MPa)を 130 回繰返した後の TBC
表面の様子である．ここでは皮膜表面にき裂が生
じている．しかし，同様の SUS 試験片でも，温度
表 1 試験片基材，ボンドコートおよびトップコートの化学組成 [wt.%] 
表 2 各試験片の負荷条件 
図 3 燃焼ガス流中の試験片温度分布 
図 4 130サイクル後の試験片表面 
  (SUS316基材, 600⇔950ºC,60MPa) 
図 5 540サイクル後の試験片表面 
    (Mar-M247基材, 600⇔1050ºC,170MPa) 





える．一方，Mar-M247 基材に対して図 4 と同様
の負荷条件（650/950 ºC, 60 MPa, 130 cycle）のも
と実験を行ったが損傷は認められなかった．そこ
で，131 サイクル以降，温度条件を 650/1050 ºC
へと変化させ，さらに 311 サイクルからは力学的
負荷レベルを段階的に増加させ試験を継続した










































1) R.A.Miller，  Proceedings of the 7th National 
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空気静圧テーブルの製作 
平成 23 年度第 18回分子科学研究所技術研究会 









































































































図 2 非接触ガイドの概略図 
 
図 3 非接触搬送 
 
図 4 空気静圧テーブル上下分割写真 図 5 搬送面側部品（裏面）拡大写真 
技術支援センター報告集 － 2011 年度 テクニカルレポート 
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行う（主軸回転数 4,250 min-1，送り速度 70 mm/min，
ステップ 0.5ｍｍ，加工深さ 16.9mm，加工時間約





加工途中のドリル折損を考慮し，341 穴を 4 ブロ
ックに分け加工を行った（主軸回転数 12,000 min-1，
送り速度 100 mm/min，ステップ 0.05mm，加工深























[1] 2011 年 長岡技術科学大学 機械創造工






図 6 空気噴出口断面図 図 7 搬送面側部品（搬送面）拡大写真 
空気流路 
技術支援センター報告集 － 2011 年度 テクニカルレポート 
－50－ 
酵素を利用したバイオ燃料電池の魅せ方 
平成 23 年度 神戸大学 実験・実習技術研究会 
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図 2 LED点灯昇圧回路 
 
4.オープンキャンパスでの実施 






















































の時代」, ニュートンプレス, 2007, 9 
2）加藤 進, 伊藤 仁, 舘 伸幸,「なんでも
電池テスタ （ー「なでて君」）をつくろう」, RikaTan, 
2010, 4, 10-11 
技術支援センター報告集 － 2011 年度 テクニカルレポート 
－52－ 
科学教育の国際交流・国際協力に向けた出前実験の報告 
平成 23 年度 神戸大学 実験・実習技術研究会 





















校（2 年制）がある．全校生徒は 480 名（9 クラス
×2 学年），物理・化学コース 2 年 2 クラスの学生，






















写真 1 手づくりオイル万華鏡 
写真 2ジャンボシャボン玉 






























 プノンペンから飛行機で 40 分シェムリアップ
に到着，市内のシェムリアップ小学校教員養成校



















PVA 洗濯のり（10％） 1,500ml 
合成洗剤（45％） 300ml 
合計 約 4.6L 
写真 3手づくりビー玉万華鏡 
写真 4シャボン玉遊び 
表 1 ジャンボシャボン玉レシピ 





















































1) 宮 正光, 地域貢献・国際交流としての科学教
育啓蒙活動の紹介, 平成 19 年度実験・実習技
術研究会報告集(徳島大学), 201-204, (2008)  
2) 宮 正光, 親子で楽しんだオイル万華鏡作り
～鏡の不思議にびっくり～, 平成 19 年度「理
科大好きボランティア支援」報告書(科学技術
振興機構・JST), 38-39, (2008) 
3) 宮 正光, 岸岡真也, 竹下宏樹, 村上能規, 田
中 諭, 藤井修治, 理科実験体験講座「化学の
おもちゃ箱」10 年の歩み, 平成 19 年度工学・
工業教育研究講演会講演論文集 , 718-719, 
(2007) 
4) 宮 正光, 丸山一典, ベトナム・タインホア市
ディエンビエン小・中学校を訪ねて(海外出前
実験教室), 科教協ニュース(科学教育研究協議
会), 571, 14-15, (2006)  
5) 宮 正光, 科学教育教材「手づくり万華鏡」の
考案とその活用, 2010年度熊本大学総合技術研
究会報告集(熊本大学),108(09BI-3), (2010) 
6) 宮 正光, 手づくり万華鏡, RikaTan(理科の探
検), 2（6), 4-7, (2008) 
7) 有田典代編著, 国際交流・国際協力の実践者た
ち, 明石書店, (2006) 
 
 




平成 23 年度 神戸大学 実験・実習技術研究会 

















した．この SDS 活動の全学実施に向け，昨年 4
月 SDS 実施ワーキング・グループ（SDS-WG）が，
安全衛生管理委員会の下に設置された．教授 1 名，










































を図 1に示す．4 月から SDS-WG の技術職員で作
業を始め，7 月の説明会で配布した．A4 版 25 ペ
ージとなった手順書は，手順説明を分かりやすく

















 WG が作成した，SDS の実施手順（図 2）は， 







 STEP 2 研究室全員で実験室の巡視 ミーティ
ングで出た危険有害物や法的管理対象物，実験手
順の再確認を行う． 
 STEP 3 危険有害物・法的管理対象物について
の法令を知ろう 対象物について，適用法令の対
応表を作成する． 



















































図 1 SDS実施手順書の表紙 
図 2 実施手順 
図 3 今年度の実施対象物 
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④ 支援窓口： SDS 活動のためのホームページ，
質問用メールアドレス，安全アドバイザー相談室
を設置する事とした． 















































[1] 山田修一, 長岡技術科学大学における実験室の安全管理, 平
成 21 年度機器･分析技術研究会実験･実習技術研究会 in 琉
球報告書, pp.198-199 (2010) 
[2] 山田修一ほか, 大学における安全衛生マネジメントシステム
の構築に関する提案， 安全工学シンポジウム 2010 講演予稿
集， pp.174-175 (2010) 
[3] 山田修一ほか, 大学の研究室で行う安全管理， 安全工学シン
ポジウム 2011 講演予稿集， pp.310-311 (2011) 
[4] 杉本旭, セーフティ・データ・シートの開発とその活動, 第
68 回全国産業安全衛生大会研究発表集, pp.88-90 (2009) 
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－58－ 
酵素を利用したバイオセンシングに関する実験教材の開発 
平成 23 年度科学研究費補助金（奨励研究） 
























































































周波放電パラメーターの Ar ガス圧力を 800Pa〜


















板による GDS 深さ-濃度曲線の一例を図 2 示す．
Cuめっき層とCu基板層の間に挟まれた約0.05μm 











図 2 Cu-Ni二層膜/Cu基板の GDS曲線 
   条件:600Pa-35W 
 
図 1 Cu板スパッタ痕の断面形状 
    条件：400Pa -25W, 1min 
技術支援センター報告集 － 2011 年度 研究補助金による研究報告 
－60－ 
干渉色を利用した微小研磨量の管理手法の確立 
平成 23年度学長戦略的経費（若手教職員の研究推進）  































































































図 1 干渉色の発色原理 
d m  nm 
図 2 酸化膜厚と干渉色の関係（SUS304） 
29 nm 


















































































※ 現所属 長岡工業高等専門学校機械工学科助教 
 














































































1. 品田正人，田辺郁男，高橋 智，板垣 薫，YVO4 レ
ーザを用いたステンレス鋼の発色加工（発色に関する
環境因子，鋭敏色，寿命の考察），日本機械学会 C 編，
72 巻，713 号，（2006），pp.235-240. 
2. 品田正人，田辺郁男，井山徹郎，チタンへのレーザ発





械学会 C 編，75 巻，767 号，（2010），pp.1827-1832. 
















技術支援センター報告集 － 2011 年度 研究補助金による研究報告 
－62－ 
Sb テンプレートを使用した低歪 GaSb/Si(111)ヘテロエピタキシャル成長に関する研究 
平成 23年度学長戦略的経費（若手教職員の研究推進） 









































































































図 2 悪い配列の顕微鏡写真 
 
 
図 3 良い配列の顕微鏡写真 
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地域貢献・国際協力としての科学教育啓蒙活動 
平成 23 年度学長戦略的経費（教育支援活動及び科学技術の啓蒙活動）  













・H.23.06.04   
科学工作教室「オイル万華鏡を作ろう！」／見附
市立名木野小学校 5 学年 PTA 参加者：子ども 55
名，大人 60 名 計 115 名 
・H.23.08.06   
科学工作指導者講習会／見附市すみれ保育園 
参加者：保育士 10 名 
・H.23.08.18   
出前実験「日光あぶりだし －紫外線があたると
色が出る？」／長岡市希望が丘コミュニティセン




業） 参加者：146 名，スタッフ 22 名 
・H.23.10.29   
科学講座「作って遊ぼう ビー玉万華鏡」／見附
市図書館 参加者：小学生 25 名 
・H.23.12.17   
2011 キッズフェスティバルへ出展「光の万華鏡」



















・H.23.07.29   
「青少年のための科学の祭典 2011 全国大会」研
修会／科学技術館（東京）に参加 
・H.23.12.10-11   




・H.24.03.14-15   




下記 2 財団より科学知識普及事業費助成を受けた． 
 ・財団法人内田エネルギー科学振興財団 
・財団法人エヌ･エス知覚科学振興会  

























機械系 ナノメートル・ピコメートル計測制御研究室：担当 吉田 昌弘 
公表論文等：加藤佑人, 松本一弥, 森川朝仁, 吉田昌弘, 明田川正人："ミラー多重反射を併用するプリ






機械系 耐熱材料工学研究室：担当 山岸郷志 
公表論文等：野村亮平, Subramanian Rajivgandhi, 山岸郷志, 岡崎正和："再現燃焼雰囲気中 TMF 試験機




  支援科目数 担当人数（延数） 
全課程（学部 1年） 5 7 
機械創造工学課程 10 18 
電気電子情報工学課程 5 16 
材料開発工学課程 6 18 
建設工学課程 3 5 
環境システム工学課程 6 6 
生物機能工学課程 4 10 











表 2 研究支援成果の数 表 1 実験・演習に係わる支援科目数，担当人数 
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2.電気電子・情報技術分野 
電気系 機能性半導体工学研究室：担当 豊田 英之 
公表論文等：H. Toyota, A. Mikami, T. Endoh, Y. Jinbo, and N. Uchitomi："Effect of Sb template layer on GaSb 





物質・材料系 高分子材料工学研究室：担当 宮 正光 
公表論文等：F. Arai, H. Takeshita, M. Dobashi, K. Takenaka, M. Miya and T. Shiomi："Effects of liquid-liquid 
phase separation on crystallization of poly(ethylene glycol) in blends with isotactic poly(methyl methacrylate) ",   





物質・材料系 光・電子セラミックス研究室：担当 大塩 茂夫 
公表論文等：kiyoto Ii, Shigeo Ohshio, Hiroki Akasaka, and Hidetoshi Saitoh："Detection of Human Serum 
Albumin Adsorption on Titania Surface Using Surface Plasmon Resonance Under Various pH"， IOP Conf. 





物質・材料系 エネルギー変換材料研究室：担当 程内 和範 
公表論文等：永井太一, 西山洋, 程内和範, 松原浩："無電解 Ni-B めっき浴へのタングステン酸添加の影




物質・材料系 セラミックス・サイエンス研究室：担当 加藤 善二※ 
公表論文等：Ryoichi FURUSHIMA, Satoshi TANAKA, Zenji KATO, Keizo UEMATSU："Fabrication of highly 
particle-oriented alumina green compact from non-aqueous slurry", Journal of the Ceramic Society of Japan Vol. 






※ 現所属 総合安全・情報管理技術分野 
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4.環境・建設技術分野 
環境・建設系 地盤工学研究室：担当 高田 晋 
公表論文等：豊田 浩史, 原忠, 竹澤 請一郎, 高田 晋, 須佐見朱加："簡易動的貫入試験と表面波探査に






環境・建設系 コンクリート研究室：担当 山口 貴幸 
公表論文等：山口 貴幸・伊阪 陵代・下村 匠・田中 泰司，"断面修復後に再劣化した RC 橋梁の耐






電気系 サウンドコミュニケーション研究室：担当 穗刈 治英 
公表論文等：浦中慎二, 穗刈治英, 島田正治："波面合成法を用いた移動音の連続性に関する一検討" , 電






機械系 流体工学研究室：担当 山田 修一 
公表論文等：小出瑞康, 関崎敬広, 山田修一, 高橋勉, 白樫正高："水流による渦励振を利用したマイク





















宮  正光 
高柳 充寛 
高田  晋 
野田 浩平 
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